
（1）ア　自分の成長を自覚し、家庭生
活と家族の大切さや家庭生活が家族
の協力によって営まれていることに
気付くこと

(2) イ　家庭の仕事の計画を考え、工
夫すること。「Ｂ衣食住の生活」と関
連を図り、衣食住に関わる仕事を具
体的に実践するよう配慮すること

(3)　ア(ｲ)　家庭生活は地域の人々と
の関わりで成り立っていることが分か
り、地域の人々との協力が大切であ
ることを理解すること

(3)　イ　家族や地域の人々とのよりよい関
わりについて考え、工夫すること

（３）家族や地域の人々との関わり

(2)ア家庭には、家庭生活を支える仕
事があり、互いに協力し分担する必
要があることや生活時間の有効な使
い方について理解すること

（４）家族・家庭生活についての
課題と実践

(4)　ア　日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、より
よい生活を考え、計画を立てて実践できること

（１）自分の成長と家族・家庭生活

（２）家庭生活と仕事

(3)　ア(ｱ)　家族との触れ合いや団ら
んの大切さについて理解すること

（1）ア　自分の成長を自覚し、家庭生
活と家族の大切さや家庭生活が家族
の協力によって営まれていることに
気付くこと

A
家
族
・
家
庭
生
活

第７学年 第８学年 第９学年第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

（4）ア　家族、幼児の生活又は地域の生
活の中から問題を見出して課題を設定し、
その解決に向けてよりよい生活を考え、計
画を立て実践できること

（１）自分の成長と家族・家庭生活

（３）家族や地域の人々との関わり

（２）幼児生活と家族

　　　　　家庭科、技術・家庭科(家庭分野)　内容系統配列一覧表

期

目
標

学年

Ⅰ期 Ⅱ期

第１学年

Ⅲ期

区分目標 区分目標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する

資質・能力を育成する。

区分目標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を

通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する能力を育成する。

第６学年

（４）家族・家庭生活についての
課題と実践

（2）ア　次のような知識を身に付ける
こと
(ｱ)幼児の発達と生活の特徴が分か
り、子どもが育つ環境としての家族の
役割について理解すること
(ｲ)幼児にとっての遊びの意義や幼児
との関わり方について理解すること

（2）イ　幼児とのよりよい関わり方に
ついて考え、工夫すること

（3）イ　家族関係をよりよくする方法
及び高齢者など地域の人々と関わ
り、協働する方法について考え、工夫
すること

（1）ア　自分の成長と家族や家庭生
活の関わりが分かり、家族・家庭の
基本的な機能について理解するとと
もに、家族や地域の人々と協力・協
働して家庭生活を営む必要があるこ
とに気付くこと

（3）ア　次のような知識を身に付けること
(ｱ)家族の互いの立場や役割がよく分か
り、協力することによって家族関係をより
よくできることについて理解すること
(ｲ)家庭生活は地域との相互の関わりで成
り立っていることが分かり、高齢者など地
域の人々と協働する必要があることや介
護など高齢者との関わり方について理解
すること



目
標

区分目標 区分目標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する

資質・能力を育成する。

区分目標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を

通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する能力を育成する。

　　　　　家庭科、技術・家庭科(家庭分野)　内容系統配列一覧表

期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

　
B
衣
食
住
の
生
活

第８学年

（４）ア　次のような知識及び技能を身
に付けること
(ｱ)衣服の主な働きが分かり、季節や
状況に応じた日常着の快適な着方に
ついて理解すること
(ｲ)日常着の手入れが必要であること
や、ボタンの付け方及び洗濯の仕方
を理解し、適切にできること

（４）ア　次にような知識及び技能を身に付
けること
(ｱ)衣服と社会生活との関わりが分かり、
目的に応じた着用、個性を生かす着用お
よび衣服の適切な選択について理解する
こと
(ｲ)衣服の計画的な活用の必要性、衣服
材料や状態に応じた日常着の手入れにつ
いて理解し、適切にできること

（４）イ　衣服の選択、材料や状態に応じた
日常着の手入れの仕方を考え、工夫する
こと

第９学年

（４）衣服の着用と手入れ

第５学年

（４）衣服の選択と手入れ

（４）イ　日常着の快適な着方や手入
れの仕方を考え、工夫すること

第６学年 第７学年

（５）生活を豊かにするための布
を用いた制作

（５）イ　生活を豊かにするために布を
用いた物の製作計画を考え、製作を
工夫すること

家族・家庭生活　幼児の生活と家族

（６）イ　家族の安全を考えた住空間の整え方に
ついて考え工夫すること

（６）ア　次にような知識を身に付けること
(ｱ)家族の生活と住空間との関わりが分かり、住居
の基本的な機能について理解すること
　(ｲ)家庭内事故の防ぎ方など家族の安全を考えた
住空間の整え方について理解すること

家族・家庭生活　幼児の生活と家族

（６）イ　季節の変化に合わせた住ま
い方、整理・整頓や清掃の仕方を考
え、快適な住まい方を工夫すること

（６）ア　次のような知識及び技能を身
に付けること
(ｱ)住まいの主な働きが分かり、季節
の変化に合わせた生活の大切さや
住まい方について理解すること
(ｲ)住まいの整理・整頓や清掃の仕方
を理解し、適切にできること

（５）生活を豊かにするための布
を用いた製作

（５）ア　製作する物に適した材料や
縫い方について理解し、用具を安全
に取り扱い製作が適切にできること

（５）イ　資源や環境に配慮し、生活を
豊かにするために布を用いたものの
製作計画を考え、工夫すること

（７）衣食住の生活についての課題と実践

（７）ア　食生活、衣生活、住生活の中から
問題を見出して課題を設定し、その解決
に向けてよりよい生活を考え、計画を立て
て実践できること

（６）住居の機能と安全な住まい方

（６）快適な住まい方

（５）ア　次のような知識及び技能を身
に付けること
(ｱ)製作に必要な材料や手順が分か
り、製作計画について理解すること
(ｲ)手縫いやミシン縫いによる目的に
応じた縫い方及び用具の安全な取り
扱いについて理解し、適切にできるこ
と



　

目
標

区分目標 区分目標
　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する
資質・能力を育成する。

区分目標
　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を
通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する能力を育成する。

　　　　　家庭科、技術・家庭科(家庭分野)　内容系統配列一覧表

期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

第６学年 第７学年 第８学年 第９学年

　
B
　
衣
食
住
の
生
活

（１）食生活の役割

学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

（１）ア　食事の役割が分かり、日常の食事の大
切さと食事の仕方について理解すること
イ　楽しくたべるために日常の食事の仕方を考
え、工夫すること

（３）ア(ｳ)　献立を構成する要素が分かり、
１食分の献立作成の方法について理解す
ること

（２）イ　中学生の１日分の献立につい
て考え、工夫すること

（２）中学生に必要な栄養を満たす食事

（３）イ　日常の１食分の調理について、食品
の選択や調理の仕方、調理計画を考え、工
夫すること

（２）イ　おいしく食べるために調理計画を
考え、調理の仕方を工夫すること

（３）イ　１食分の献立について栄養のバラ
ンスを考え、工夫すること

（２）調理の基礎

（２）ア　次のような知識及び技能を身に付
けること
(ｱ)調理に必要な材料や分量や手順が分
かり、調理計画について理解すること
(ｲ)調理に必要な用具や食器の安全で衛
生的な取扱いについて理解し、適切に使
用できること
(ｳ)材料に応じた洗い方、調理に適した切
り方、味の付け方、盛り付け、配膳及び後
片付けを理解し、適切にできること
(ｴ)材料に適したゆで方、いため方を理解
し、適切にできること
(ｵ)伝統的な日常食である米飯及びみそ汁
の調理の仕方を理解し、適切にできること

（３）栄養を考えた食事

（３）ア　次のような知識を身に付けること
(ｱ)体に必要な栄養素の種類と主な働きに
ついて理解すること
(ｲ)食品の栄養的な特徴が分かり、料理や
食品を組み合わせてとる必要があることを
理解すること

（１）食事の役割と中学生の栄養の特徴

（３）日常食の調理と地域の食文化

（３）ア　次のような知識及び技能を身に付けること
(ｱ)日常生活と関連付け、用途に応じた食品の選択に
ついて理解し、適切にできること
(ｲ)食品や調理器具等の安全と衛生に留意した管理に
ついて理解し、適切にできること
(ｳ)材料に適した加熱調理の仕方について理解し、基
礎的な日常食の調理が適切にできること
(ｴ)地域の食文化について理解し、地域の食材を用い
た和食の調理が適切にできること

（１）ア　次のような知識を身に付けること。
(ｱ)生活の中で食事が果たす役割について
理解すること
(ｲ)中学生に必要な栄養の特徴が分かり、健
康に良い食習慣について理解すること

（１）イ　健康によい食習慣について考え、工
夫すること

（2）ア　次のような知識を身に付けること。
(ｱ)栄養素の種類と働きがわかり、食品の栄
養的な特質について理解すること
(ｲ)中学生の１日に必要な食品の種類と概量
が分かり、１日分の献立作成の方法につい
て理解すること



目
標

区分目標 区分目標
　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する
資質・能力を育成する。

区分目標
　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を
通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する能力を育成する。

　　　　　家庭科、技術・家庭科(家庭分野)　内容系統配列一覧表

期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

第７学年 第８学年 第９学年

　
Ｃ
　
消
費
生
活
・
環
境

（１）物の金銭の使い方と買物

学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

（１）ア
(ｲ)身近な物の選び方、買い方を理解し、
購入するために必要な情報の収集・整理
が適切にできること

（１）イ　購入に必要な情報を活用し、身近
な物の選び方、買い方を考え、工夫するこ
と

（２）環境に配慮した生活

第６学年

（１）ア　次のような知識及び技能を身に付
けること
(ｱ)買物の仕組みや消費者の役割が分か
り、物や金銭の大切さと計画的な使い方に
ついて理解すること

衣食住の生活
衣服の選択と手入れ

（１）金銭の管理と購入

（２）消費者の権利と責任

（３）消費生活・環境についての課題と実践

（１）ア　次のような知識と技能を身に付け
ること
(ｱ)購入方法や支払い方法の特徴が分か
り、計画的な金銭管理の必要性について
理解すること
(ｲ)売買契約の仕組み、消費者被害の背
景とその対応について理解し、物資・サー
ビスの選択に必要な情報の収集・整理が
適切にできること

（１）イ　物資・サービスの選択に必要な情
報を活用して購入について考え、工夫する
こと

（２）ア　消費者の基本的な権利と責任、自
分や家族の消費生活が環境や社会に及
ぼす影響について理解すること

（２）イ　身近な消費生活について、自立し
た消費者としての責任ある消費行動を考
え、工夫すること

衣食住の生活

日常食の調理
地域の食文化

（２）ア　自分の生活と身近な環境との関わ
りや環境に配慮した物の使い方などにつ
いて理解すること

（２）イ　環境に配慮した生活について物の
使い方などを考え、工夫すること （３）ア　自分や家族の消費生活の中から問題を見

出して課題を設定し、その解決に向けて環境に配
慮した消費生活を考え、計画を立てて実践できるこ
と


